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 要  旨 
 
マイクロ波電力密度の測定は、電子レンジなどからの不要放射を評価する場合
に必要となる。このための電磁波センサとしては、従来、大型のホーンアンテナ
が用いられてきた。一方、プリントアンテナは主に通信に用いられており、小型・
軽量・低コストなどの特徴を持っている。したがって、ホーンアンテナに変わり、
プリントアンテナを電力密度測定用のアンテナとして用いることが期待される。
しかし、プリントアンテナでは、フィーダとして接続された同軸線路の外導体の
影響により、同じ入射電界でも同軸線路の状況によって出力が異なってしまう可
能性がある。 
 
 本研究ではプリントアンテナの1つであるプリントスロットアンテナの同軸線
路の外導体の影響について解析し、電力密度測定用アンテナとして使用できるか
否かについて検討を行った。まず、FDTD法(Finite Difference Time Domain method:
有限差分時間領域法)を用いてプリントスロットアンテナのアンテナ特性を計算
した。具体的には、基板の大きさと反射係数及び電圧励振時の外導体外側に漏洩
する電流の計算を行った。この2つの特性において結果のよかったモデルを採用
し、動作利得を計算した。計算により決定した寸法でアンテナを製作し、基準ア
ンテナ法と3アンテナ法で動作利得を測定した。プリントスロットアンテナが双方
向指向性であるために受信する余分な反射波をタイムドメインゲーティングを用
いて除去することで動作利得を決定することができ、この結果は計算結果とほぼ
一致した。最後に、設計したプリントスロットアンテナを用いて電力密度を測定
した。比較対象として送信アンテナの動作利得から推定した電力密度とホーンア
ンテナを用いて測定した電力密度を使用した。反射波をタイムドメインゲーティ
ングで除去する必要はあるが、プリントスロットアンテナで求めた電力密度は比
較対象とほぼ一致した。この結果から、プリントスロットアンテナは電力密度測
定用のアンテナとして有望であるといえる。 
 
